






愛知県碧南市
 てつがくたいけんむらむがえんしみんちゃしつ　とうとうあん

哲学たいけん村無我苑市民茶室　涛々庵

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

哲学たいけん村無我苑市民茶室 涛々庵

1992年５月

木造平屋建

愛知県碧南市坂口町３丁目100番地

0566-41-8522

http://www.city.hekinan.aichi.jp/MUGAEN/index.htm

午前９時～午後５時（貸館は午後９時まで）

名鉄三河線「北新川駅」から市内巡回バス約７分

駐車場約90台（無料）

二重露地は外露地と内露地からなる露地であり、涛々庵に

あるような高い塀で囲われた外露地は全国的にも珍しい形

式である。このような囲われた外露地は古田織部の弟子の

上田宗箇が広島で試みている。

図面によると外露地と内露地の間にある塀は高さ9尺７寸

とある。実際に外腰掛に座ると、ちょうど外界が見えなく

なる高さであることがわかる。

外露地には腰掛の他、下腹雪隠、蹲踞（つくばい）、石灯

篭がある。

茶会に招かれた客はまず、塀で囲われ空だけが広がるこの

空間に入る。広々とした庭園から板戸を潜り一歩入ると外

界とは違う静かな清々しい雰囲気が漲っていることに驚か

される。この空間に身を置くことで外の喧騒から離れ、自

身を整え茶会へ臨む心構えができることだろう。

「今は全く忘れられている囲われた外露地、これを体験し

て頂くのが『哲学たいけん村』にふさわしい茶会の施設」

と中村昌生氏は書き記している。

この露地は開館時間には自由に入ることができる。全国的

にもめずらしく豊かな空間が公共にあることの貴重さを感

じる。

涛々庵は愛知県碧南市にある「哲学たいけん村 無我苑」にあ

る公共茶室である。無我苑は、この地に居を構えた哲学者・伊

藤証信氏の道場を碧南市が寄付を受けたことを契機に、「心の

健康と精神文化の醸成の場」をテーマにつくられた施設である。

瞑想回廊、立礼茶席のある研修道場、本格的な公共茶室である

涛々庵から成っている。

涛々庵の設計監修は、公共茶室を数多く手がけられた中村昌生

氏が務めている。「茶の湯は山居の主人が親しい友を招き心を

込めてもてなす遊びである。茶室は主人（亭主）の住まいであ

り山居の趣を深めるべく露地という庭がつくられる。こうした

茶の湯は精神性の深い生活文化として完成された。哲学たいけ

ん村に茶室と庭が組み入れられたゆえんである。」と中村昌生

氏は述べている。

建物の構成は、十畳の広間と六畳の次の間からなる主室のある

広間棟と、草庵風茶室である小間が廊下でつながっている。小

間は西向きに建てられており、南側には二重露地がある。

広間には、床、地袋、琵琶

台が備わっている。庭に面

して畳敷の入側があり、そ

の外には月見台が配されて

いる。

広間と次の間の境にある欄

間は、涛々庵の名にちなん

で波の図形となっており、

柔らかい印象を与えている。

小間は上座床のある四畳台目中板入で、茶道口と給仕口、庭側には躙

口と引違障子の貴人口が開かれている。

掛込み天井には突上げ窓があり明るい光が入る。それがより一層天井

や壁の影を濃くし陰影を感じさせる。

下地窓や白竹の天井など、草庵茶室ならではの意匠が随所にある。材

料の使い方、寸法、納まりといった現代の本格的な茶室のつくりを身

近に見ることができる、貴重な場でもある。



愛知県豊田市
とよたしびじゅつかん　どうじえん

豊田市美術館 童子苑

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

豊田市美術館 童子苑（豊祥庵 一歩亭）

1995年(平成7年)

木造平屋・数寄屋造り

豊田市小坂本町8丁目5番地1

0565-34-6610(代表) 茶室0565-34-6777

https://www.museum.toyota.aichi.jp

美術館10:00～17:30（月曜休館）

立礼茶席11:00～16:00 (茶事9:00～21:00要予約)

名鉄豊田線三河線豊田市駅徒歩15分 駐車場有

茶室設計協力 吉橋榮治

童子苑は豊田市美術館の茶室として広く市民に解放されている。設計者は美

術館と同じく谷口吉生氏である。谷口氏は敷地の歴史や自然を活かした設計

を大切にしている。豊田市は街道と矢作川の交錯する位置にあり、川湊とし

て栄え、江戸時代には挙母(ころも)藩の城が童子山に築かれた。美術館はそ

の城跡の高低差を活かして、3万㎡以上の敷地に建築と自然双方の美しさが

際立つように建てられている。茶室は敷地の最も奥の高い所にあり、「童子

苑」の名は童子山に由来している。本席・小間の茶室「豊祥庵」と立礼茶席

および広間席「一歩亭」の2棟が露地庭園と融合した和の空間は、来館者が

美術館の広い中庭を散策した後にたどり着く癒やしの場となっている。

茶室は室内空間と庭園が

一体となった美しくて快

適な空間である。

谷口氏も来館者が動線に

沿って進む際の、視覚的

変化による空間体験を巧

みに演出している。自然

光の取り入れ方で光の変

化を感じたり、視界を巧

みに遮ったり広げたり、

室内から見える外部の景

観とのつながりを意識的

に離したり繋げたりして

快適で変化に富む空間体

験を提供する。

この手法は童子苑だけで

なく、豊田市美術館全体、

さらには谷口氏の設計し

た他の美術館にも多用さ

れている。鉄とガラスを

材としたモダニズム建築

として有名な豊田市美術

館だが、実は自然を活か

した和の要素をふんだん

に取り入れていることが

感じられる。

【一歩亭（いっぽてい）】 広間席と立礼茶席

どんなこともまず一歩の歩みから始まるという意。

広間席は10畳2間から成り、2間とも設えが可能である。意匠は控え

めで様々な流派に関係なくニュートラルな造りとなっている。

全体として直線的で高さを抑え、軒は深く、部材は見付を細く見せる

工夫ですっきりとした印象である。大寄せの茶会にも対応できるよう

水屋も2か所あり、賄の間や寄付なども十分な広さがある。茶会利用

時には道具も設えも一式借りられる気軽さのゆえ、流派、季節に応じ

た多種多様な茶道具が用意されている。

童子苑の門には「立礼席呈茶中 お気軽にどうぞ」の案内があり、

立礼茶席は靴を脱ぐ必要もなく椅子席で、まるで抹茶カフェに立ち寄

るような気楽さで、心地よい空間の中で一服いただける。（美術館休

館日と市民茶会・月例茶会開催日は休み）

【豊祥庵（ほうしょうあん）】

本席・小間の茶室

祥の字は幸に通じ、幸多かれ

の願いが込められている。

3畳台目と2畳間から成る。

配膳台

(格納式)

立礼茶席

広間席 入 側

童子苑 アプローチ

一歩亭 玄関･取次から

中庭の鞍馬石を見る

一歩亭 鞘の間の下地窓から

露地庭園を臨む

一歩亭 広間席から入側越しに露地庭園を臨む

ここにテキストを入力







岐阜県揖斐郡大野町
　きたおかだけじゅうたく

建物名称 北岡田家
建築年 1917年（大正6年）
構造・様式 木造2階建て・農村邸宅
所在地 岐阜県揖斐郡大野町相羽字村通282
電　話 0585-34-1111（大野町教育委員会生涯学習課）

埋込金庫 Ｈ　Ｐ http://www.town-ono.jp/0000000494.html
開館時間 一般公開は春と秋の期間限定(要問合)
アクセス 名神高速道路大垣インターから30分
備　考 国登録有形文化財

北岡田家住宅

見どころ 

岡田家（通称北岡田家）は、江戸時代には大垣藩の庄屋

等を努め、広大な農地を有した地元の名士である。  

現在の屋敷は、明治期の2度の災害で被災した後、5代目

当主が30年の歳月を費やして完成させた。広大な敷地に、

表門、裏門を構え、主屋、離れ、米藏、納屋などが並び、

庭園の池には滝がある。 

主屋は、大正６年創建。手を尽くして集めた最高の資材を

用い、名匠と知られる職人に造作させた、当地における近

代和風建築の意匠・技術の到達点を示すものである。 

特筆すべきは保存状態の良さである。近世・近代の地主

層の屋敷は、戦後の農地解放により人手に渡って改変さ

れたり、傷んだまま放置されている建物や、高度経済成長

期に取り壊された建物も多く、当時のまま良好に保存され

ていることは貴重である。平成24年8月に主屋が国の登録

有形文化財に登録された。  

＜主屋＞                                   

屋根切妻造瓦葺2階建 正面右寄りに入母屋造り瓦葺きの客

用玄関「式台玄関」がある。大小17の部屋を有し、規模が格

段に大きい。 「仏壇の間」の折上小屋組格天井のように最高

の造作が行われている。15畳の「座敷」 付け書院にもうけられ

た庭園を望む大きな窓や、採光に配慮した多くの天窓、棟の

東西に 設置された雷針等時代を反映した意匠も随所にみら

れる。  

このほか、式台玄関の右手「表口」に当時のまま遺されている

両開戸、押上げ式大戸な ども貴重である。                 

意匠を凝らした釘隠し（こうもり、鶴） 

欄間 

座敷 床脇地袋の小襖 

外観：式台玄関付近 

座敷 書院方向 

奥の間 棚 

中の間から座敷を見る 











三重県鈴鹿市
れいしょうあん

　　　　　　　　　左：茶室「鈴松庵」の石碑

　　　　小間・点前座 　小間・床柱　床框

鈴松庵

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

奥の小間は非公開であるが、「椿さん」の愛称で親しまれる椿大神社の

茶室ということで、床柱には椿の古木が使われている。茶道口の形状は

和紙貼りの火灯口。松下幸之助翁の茶室へのこだわりが随所に数多く見

られ、彼の茶道哲学をうかがい知ることができる。

茶室・鈴松庵は庭園とともに、松下幸之助翁が日本の心

をこよなく愛する情から、茶道の発展を祈願して椿大神

社に寄進されたものである。鈴鹿の”鈴”と松下幸之助

翁の”松”をもって鈴松庵と命名された。鈴松庵は境内

老杉大木の中にあり、小間（三畳台目席）、広間（十畳

書院）、立礼席（六坪）の三室を備え、四季折々の風情

を楽しめ、流派を問わず、癒しのひと時を味わう空間と

して運営されている。

猿田彦大神と天鈿女命の本宮である椿大神社は、伊勢国

一の宮として鈴鹿山麓に鎮座し、誠に美しい自然に囲ま

れて太古の詩情を今に伝えている。竣工当時の庭の設

計・施工を手掛けたのは岩城亘太郎氏。一服の茶を通じ

て無の境地にひたり神と対話をする・・こころ落ち着か

せるひと時を過ごすことができる。立礼席、広間は一般

公開されており、季節に応じた茶掛や茶花も楽しめる。

鈴松庵（椿大神社茶室）

1976年(昭和51年春）

木造平屋建て 数寄屋造り銅板葺き

三重県鈴鹿市山本町1871

059-371-1515

https://tsubaki.or.jp/pubric/cafe.html

9：00～17：00

東名阪自動車道鈴鹿ｲﾝﾀｰより10分

新名神鈴鹿PAより2分（ETC車のみ）

無料駐車場約500台可能

立礼席の梁山の欅ナグリ仕上と床柱の欅アテ丸太、広間

には床柱の桐古木などのこだわりある樹種や細部の仕様

も見事である。広間と小間手前の廊下との間の下り壁に

は透かしで塗が施されており、広間の様子や吸い切りの

音が聞こえるよう工夫されている。

【茶室・小間】

【茶室・広間】

広間より庭園を臨む

下り壁の塗欅ナグリ仕上

広間より立礼席を臨む

小間・火灯口小間・床の間

鈴松庵：外観

軒裏の網代 庭園の老杉



三重県津市
ひろなががま　やまざとちゃせき

廣永窯/山里茶席

見どころ

廣永窯は「昭和の光悦」「東の魯山人、

西の半泥子」とも称される陶芸家であり

実業家でもある川喜田半泥子が弟子養成

のために自邸のあった三重県津市千歳山

の登り窯を現在の地に移したのが始まり

である。戦後間もなく窯と共に移築され

た「山里茶席」は昭和14年(1939)に自ら

設計したものである。山里を建てたきっ

かけは、千歳山に訪れた茶の湯の師・表

千家の久田宗也と武者小路千家の千宗守

から薦められたことによる。建築にあた

っては、桧や杉は当時の千歳山内のもの

を切り出し、客座の天井は新薬師寺の古

材のヘギ板を、点前座の天井には韮山の

竹を用いている。特徴のある斜め格子の

障子は伏見城の遺物であると言われてい

る。設計のみならず半泥子自らも鉋・鋸

・鑿をふるった。のちに半泥子供養の為

に建てられた「山の館」には弦月台・お

徳庵・南堂・自在庵・松花亭などの茶席

があり全国的に雅客を迎えている。

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備 考

廣永窯/山里茶席

1939年（昭和14年）

木造平屋建て 茅葺屋根 瓦葺 他

三重県津市分部1770-1

059-237-1723

http://www.chitose.co.jp/kamaba/index.html

要予約（詳細についてはHP参照、要問合せ）

伊勢自動車道津インターより車で約７分 駐車場有

近鉄津駅西口よりタクシーで約20分

申込先：ギャラリー仙鶴 TEL 059-221-7120

AM10:00～PM4:00（日･月曜、祭日、お盆･年末年始休業）

山里茶席：外観

無茶法師（半泥子）著『續々泥佛堂日録』には「設計というふと大業だ

が、久田宗匠が長四畳にして丸炉でも切ってはといわれたのを思い出し

たので、畳を横に七枚並べ、それを四畳と三畳に仕切って壁の線を引い

ただけである。四畳が茶席で、三畳が水屋。尤も水屋の三畳は二畳だけ

を畳を敷いて、残りは半分を板間、半分を土間。窓と、ミザラと、勝手

口などはマア柱を建てゝからの事といふ次第。」と記されている。

山里茶席：内観

広大な敷地内には「泥仏堂」「仙鶴館」「幽照館」など、

半泥子ゆかりの建物が幾つもあり、「山里」という名に相

応しい風景である。津市郊外の深い山の中に現世とは離れ

た特別な空間《半泥子の世界》を是非体験して頂きたい。

茶席天井 水屋天井

泥仏堂 泥仏堂：天井

幽照館 仙鶴館

山の館

鳴穂堂お徳庵 鳴穂堂お徳庵：天井



三重県伊賀市
まちやがーでんいが・いろいろ

まちやガーデン伊賀・色々

▲大和街道に面し「虫籠窓」「子持格子」など当時の面影を残す外観

▲透かし模様をそのまま

活かしレストラン上部の

意匠として残した欄間は、

かつて「ナカノマ」と

「ザシキ」を襖で仕切っ

て利用していたことを容

易に想像できる。

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

備考

まちやガーデン伊賀・色々

明治時代末期

木造二階建て

三重県伊賀市上野農人町423

0595-22-8320

https://www.iga-iroiro.jp/index.html

11：30～21：00（レストランの営業時間）

伊賀鉄道伊賀線「広小路駅」徒歩1分 駐車場有

レストラン利用者内覧可（一部見学不可の部分有）

▲明治以降に建てられたこの町家は、つし二階の天井高

さが十分に確保され、土間上部吹抜を活かす解放的な階

段から上がれるよう改修されている。

大和街道に面した入口

から中庭まで続く「通

り土間」は、伊賀焼や

工芸品を展示する土間

ギャラリーとして利用

されている。

▲柱脚に残る敷居ほぞ跡や足固めの痕跡と束石は、かつ

てそこが「ザシキ」（畳の間）の床下部分であったこと

を物語り、改修で床高を下げたことがよくわかる。

▲主屋の奥に広がる中庭を

活用したガーデンは、レス

トランで食事をする人々の

目を和ませると共に、その

さらに奥にある別室に、特

別感を持たせる演出をして

いる。

伊賀上野城の城下町として美しい街並みが残る大和街道沿

いの町家をレストランに改修した「まちやガーデン伊賀・

色々」は、当時の面影を随所に残し、その細部からかつて

の町人の暮らしをうかがい知ることができる。

「ミセ」はカフェコー

ナーとして利用され、

街道を行き交う人々の

様子をうかがえる席が

並べられている。

「ナカノマ」と「ザシ

キ」は、欄間を当時の

まま意匠として活かす

一体の間として改修さ

れ、レストランとして

利用されている。

伊賀市は三重県の近世都市では最も西に位置し

て大和に接する都市であり、現存する町家の基

本的形式は、切妻造平入り、屋根葺材は桟瓦が

一般的で、近畿地方の町家との類縁性が高く、

同じ三重県内の伊勢などで見られる妻入り町家

とは傾向が異なっている。「通り土間」に沿っ

て「ミセ」「ナカノマ」「ザシキ」と三室程度

の居室を一列に並べ、このうち「ミセ」は営業

や作業場に、「ナカノマ」は食事をはじめ家人

の日常の居所にあてられ、「ザシキ」は接客や

当主婦人の寝室に用いらた。「通り土間」は表

裏に中戸で仕切り、表は一体として利用し、奥

はクドを据えて炊事を行う場であった。奥の土

間は上部を吹抜として換気や採光を図り、二階

は明治以前には表に面する部分をつし二階とし

て物置などに利用することが多く、天井高さを

十分に確保し居室として利用する本二階は明治

以降に一般化した。

(出典：上野市史・文化財編 平成16年8月発行)

大和街道に面するこちらの町家も、切妻造平入

り、桟瓦葺き、虫籠窓、格子、つし二階などが

奈良地域の町家の特徴とよく似ている。

通り土間

→ 土間ｷﾞｬﾗﾘｰ

ﾐｾ・ﾅｶﾉﾏ・ｻﾞｼｷ

→ ﾚｽﾄﾗﾝ

中庭

→ ｶﾞｰﾃﾞﾝ

はなれ

→ 別室

入口









富山県富山市
やくしゅしょうのやかた　 　 　　かなおかてい

富山売薬は、江戸時代 富山藩 二代藩主・前田正甫の時代
から続く３００年の歴史がある。金岡家は、江戸末期より
薬種商（薬の原材料を扱う問屋）を営み、歴代、薬種商時
代の資本を元に、金融機関をはじめ広い分野に投資し、県
産業の育成に大きく貢献している。
この「薬種商の館　金岡邸」は薬種商店舗住宅の「母屋」
と迎賓施設の「新屋」で構成されている。

【母屋】
明治初めに建てられた母屋は、薬種商店舗の遺構をとどめ
めている。戦前には３０件ほどあった薬種商の中で、昭和
２０年の富山大空襲で焼け残った唯一の建物である。
明治期の薬種商らしい表構えであり、２階は大きな登り
梁に深い軒、１階庇はムクリのあるコケラ葺きで、サガリ
がついている。２階の窓がないのが珍しく、控えめな印象
を受ける。

手前の建物が「母屋」、奥が「新屋」の塀と門
現在は、売薬業という富
山ならではの商売の歴史
資料館になっており、売

「母屋」は、表からミセ・通り 薬の原料や製薬道具製造
ニワ・座敷と続く町屋の典型的 から包装流通に至るまで
な構えを残している。店舗部分 わかりやすく展示してい　
の畳のへりを牛革にして耐久性 る。店舗壁に造り付けら　
を高めたり、店舗奥の暗い部分 れた百味タンスは、万延
にトップライトから外光を取り 元年に作られており、当
入れるなど、機能的で細かい部 時の様子を、そのままに
分にも配慮された空間になって 伝えている。　
いる。

【新屋】
母屋の隣の敷地には、大正１２年に建てられた別棟の新屋が建てられて
いる。新屋は、賓客をもてなすゲストハウスであった。明治天皇や近衛
文麿らも休憩に訪れた。この建築は昭和５６年に県に寄付され、富山県
民会館分館としてお茶会や華道の稽古などの文化催事に利用されている。

商談を行う応接間として使われた

「オイの間」

「新屋」は、大正期に迎賓の場として増築され、総檜造
り、大正ロマンの雰囲気を残し、豪壮で格調の高い折り
上げ格天井の座敷を有している。
玄関の式台を中央に、まっすぐ奥に広がる二間続きの座
敷（18畳＋15畳)をとり、入側縁（広縁）を廻した格式 一般の見学も可能であり、広
の高い接客施設である。 い庭との一体感のある和室を

ぜひ体験していただきたい。なお、2021年公開の映画「散り椿」の
制作では、当邸宅が撮影現場に用いられた。

参考文献：「百の共感　富山の建築百選」　富山の建築百選実行委員会

木曽檜四方柾柱が立つ玄関

薬種商の館　金岡邸

建物名称 

建築年 

構造・様式 

所在地 

電 話 

Ｈ Ｐ 

開館時間 

アクセス 

備 考 

薬種商の館 金岡邸 

母屋：明治初期、新屋：大正12年 

木造平家建（一部２階建）・近代和風建築 

富山市新庄町1丁目5番24号 

(076)433-1684 

https://www.bunka-toyama.jp/kanaoka/ 

9:30～17:00（毎週火曜日と年末年始は休み） 

地鉄本線「東新庄駅」下車徒歩5分 

国登録有形文化財 駐車場あり  

見どころ 







ここにテキストを入力





石川県金沢市
かなざわじょうこうえん　ぎょくせんいんまるていえん　ぎょくせんあん

見どころ

金沢城公園玉泉院丸庭園　玉泉庵

金沢城公園玉泉院丸庭園は、加賀前田家三代当主の前田利常

により寛永11年に作庭が始められた池泉回遊式の大名庭園を

再現整備したものである。 

当時、露地役所（庭園を管理する役所）が置かれていた場所

に、休憩施設として新たに整備されたのが「玉泉庵」。 

屋根は杮（こけら）葺き、外壁は土壁塗りとなっており、庭

園内に存在感を持ちながらも調和して佇んでいる。 

内部は、建物からの庭園の眺めに配慮し、庭側の建具は全開

放できるように作られている。 

気軽に立ち寄ることができる休憩室と和室があって、和室で

は呈茶サービス（有料）が行われており、ゆっくりと庭園を

眺めながら抹茶とオリジナル上生菓子を頂くことができる。 

照明器具やふすまの引手には、前田家の家紋「梅鉢紋」があ

しらわれていたり、障子には金沢の二俣和紙が用いられてい

るなど、金沢らしさを感じる素材やデザインが随所に用いら

れている。 

また畳は、井草産地の北限とされる小松産の井草を用いた貴

重な小松表（こまつおもて）を用いており、京間寸法で本格

的な茶会にも利用できるようになっている。 

建物名称 

建築年 

構造・様式 

所在地 

電 話 

 

Ｈ Ｐ 

開館時間 

アクセス 

 

金沢城公園玉泉院丸庭園 玉泉庵 

２０１４年９月 

木造 平屋建て 

石川県金沢市丸の内１番１号 金沢城公園内 

076-221-5008(玉泉庵)  

076-234-3800(管理事務所) 

http://www.pref.ishikawa.jp/siro-niwa/kanazawajou/ 

開館から閉園まで 

（茶室は9:00～16:30 最終受付16:00） 

金沢駅から路線バス、周遊バス／タクシー10分など 

呈茶サービスあり（有料） 









福井県越前市
あいざんそう

愛山荘

見どころ

建物名称

建築年

構造・様式

所在地

電 話

Ｈ Ｐ

開館時間

アクセス

愛山荘

1916年（大正5年）～昭和初期

主屋・離れ・茶室：木造・数寄屋造、蔵：石・土蔵造

越前市若竹町6-27

0778-23-5011

http://aizanso.com/

木～月曜日10:00～16:00（最終入館15:00）要予約

北陸自動車道「武生IC」より約10分

JR「武生」駅より徒歩約15分

愛山荘は地元の名士が隠居後の別荘として大正～昭和初期に建築された。敷地面積約5,500平方メートルで、主屋、離れ、茶室、蔵と

門で構成されている。数寄屋風書院の建物で、シンプルながらも細やかなデザインが随所に見られ、また、様々な産地と種類の木材を

ふんだんに使用している。建物から眺める美しい庭は四季折々にいろいろな景色を楽しむことができる。

①離れ廊下 戸袋はガラスがはめ込まれており、ガラス戸

が収納できるようになっているが、収納しても途切れるこ

となく庭の風景を見ることが出来るようになっている。

②２階座敷 床柱には虫食いのある楓、床板には焼杉が使

用されている。その他、座敷により、神代杉、栃、桜や松

など多様な良材を使用している。

③１階座敷 明かり欄間など細部まで手が込んだ美しいデ

ザインとなっている。

④１階座敷 洋服等が掛けられる金物は、蝶がモチーフに

なっており、少し大きさを変えている。

⑤離れ１階座敷「松の間」 随所に松をモチーフにした意

匠が凝らされている。欄間は彫刻家・池田恵斎作とされる。

⑥主屋と離れをつなぐ渡り廊下 越前市出身のいわさきち

ひろが描いた絵が展示されている。

← 門から玄関を望む

↑上 玄関 ／ ↑下 茶室

↑主屋の２階は東面に板縁があり、越前富士「日野山」を望むことができる

ことから「愛山荘」と名付けられた。

① ②

③ ④

⑤ ⑥



福井県坂井市
 きゅうきしなけ

正面外観

笏谷石の敷かれたとおりにわ

船箪笥のあるおえから中庭を望む

座敷よりせどを望む

２階座敷(展示室)

車箪笥

２階座敷（立机式の再現）

仏壇

水琴窟

旧岸名家

１階には商家としての様々な

工夫がみられる。 

まず、三国箪笥が見ものであ

る。入口には大きな車箪笥

がおいてあり、火事や水害の

時にすぐ運び出せるように考

えられている。 

小さな船箪笥は、船で貴重

品を収めるものであるが、難

破した時には木が水分を

吸って開かなくなり、タンスの

中に閉じ込められた空気で

浮き、回収されたときには金

物で表された紋で持ち主に

帰ってくるようにできている。 

箪笥の金物は、簡単に開か

ないような仕組みになってい

るなど、美と実益を兼ねた箪

笥の作りは解説を聞くと面白

い。 

座敷の仏壇は、金箔ではなく

金を一面に塗ってあり高価な

ものと一目で分かるが、装飾

は少ない。 

水害の際には水につかない

ように、吊り手で持ち上げら

れるようになっている。 

見どころ 

建物名称 

建築年 

構造・様式 

所在地 

電 話 

Ｈ Ｐ 

開館時間 

アクセス

備 考

旧岸名家 

1823年（文政6年） 

木造２階建て かぐら建て 

坂井市三国町北本町四丁目６番５４号 

0776-82-0947 

https://www.city.fukui-sakai.lg.jp/kankou/kanko-

bunka/kanko/rekishi/kishinake.html 

9:00～17:00（水曜・年末年始休館） 

えちぜん鉄道三国芦原線三国駅下車徒歩10分 

国登録有形文化財 

九頭竜川の河口に開け、北前船

の寄港地として栄えた港町三国。

三国の町並みは、川に並行して

船主や問屋などの商家が並び、

間口に対して奥行きの深い町割

りである。 

岸名家は町の中心に位置し、ど

の町家も、通りからみせに入り、と

おりにわを抜け、せど（中庭）を過

ぎると蔵があり、その先に船着き

場を持っていた。また、町家主屋

の建築様式はこの地域特有の

「かぐら建て」で、切妻妻入の家

屋の前面に片流れの二階建てを

直交させ、一見平入に見せるも

のである。 

旧岸名家は、代々材木商を営ん

だ旧家で、現在の住宅は江戸時

代に建てられ、明治・大正時代

に改造されている。現在は修復・

復元され、この地域特有の建て

方を今に伝えるものとして、港町

らしい生活や北前船での繁栄を

見て取れる調度品と共に、資料

館として公開されている。 

この家の先祖は、現在も続く俳句

の会「日和山吟社」の初代宗匠

で、2階の展示室は立机式（宗匠

の就任式）の様子を再現しており、

今にも俳人たちが句を詠むような

情景となっている。１階の商家の

たたずまいとは趣を異にしたカラ

フルな塗り壁に文化を感じる。


